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単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
・
専
門
部
長      　
　
　
　

   

広
報
委
員
長
・
女
性
部
長
・
若
手
委
員
長　
〕
各
位

一
、
日
時 

４
月
㉖
日
㈯ 

受
付 　
　

   

９
時
㉚
分    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
会
開
始　
⓾
時

二
、
場
所　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー　
多
目
的
ホ
ー
ル

三
、
案
件

　

⑴ 

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
に
つ
い
て

　

⑵ 

令
和
７
年
度
事
業
計
画

・
収
支
予
算

に
つ
い
て

　

⑶ 

役
員
改
選
に
つ
い
て 　

　

⑷ 

そ
の
他

四
、
講
演 

①
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
初
め
て
の
雪
国
」

　
　
　
講
師 　
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

大
和
田
賢
吾  

隊
員

　
　

講
演   

②
「
〝
こ
の
町
で
よ
か
っ
た
〟
と
思
え
る
子
育
て
を
」

　
　
講
師　
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

工
藤　

光　

  

隊
員　

五
、
懇
親
会

一
、
日　
時　
５
月
⓱
日
㈯　
　

受
付　
８
時
㉚
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
会　
午
前
９
時

二
、
場　
所　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室

三
、
対
象
者　
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
男
女
は
問
わ
ず
。

四
、
種　
目　
個
人
戦
の
み
（
午
前
３
試
合
）

　
　
　
　

順
位
は
３
回
戦
の
取
得
点
数
の
合
計
点
で
決
定
。

五
、
会　
費　
千
五
百
円
（
賞
品
・
弁
当
代　

当
日
集
金
）

六
、
申
込
締
切　
４
月
㉚
日
㈬
迄 

両
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

七
、
そ
の
他 　

   

（
電
話
で
の
申
込
は
受
付
し
ま
せ
ん
）

　

①
大
会
は
町
老
連
大
会
ル
ー
ル
で
行
い
、
そ
の
他
必
要
な

　
　

事
項
に
つ
い
て
は
、
当
日
説
明
し
ま
す
。

　

②
表
彰
は
１
位
～
⓾
位
迄
と
、
飛
び
賞
、
当
日
賞
、
残
念

　
　

賞
、
無
念
賞
な
ど
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。
。

　
　

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

③
昼
食
は
、
事
務
局
で
用
意
し
、
持
ち
帰
り
と
し
ま
す
。

　

④
大
会
会
場
で
「
賭

×
×

け
・
飲

×
×

酒
・
喫

×
×

煙
」
は
禁
止
で
す
。

※
場
は
テ
ー
ブ
ル
席
で
す
の
で
、
足
の
不
自
由
の
方
も
是
非

　

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
・
専
門
部
長　
　
　
　
　

　
広
報
委
員
長
・
女
性
部
長
・
若
手
委
員
長 

〕
各
位

一
、 

日
時　
４
月
⓲
日
㈮　
午
前
⓾
時
～
⓫
時

二
、 

場
所　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー　
多
目
的
ホ
ー
ル

三
、 

案　
件

 

⑴ 

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
に
つ
い
て

 

⑵ 

令
和
７
年
度
事
業
計
画

・
収
支
予
算

に
つ
い
て

 

⑶ 

役
員
改
選
に
つ
い
て

 

⑷ 

令
和
６
年
度
実
績
報
告
書
・
令
和
７
年
度
補
助
金
等

　
　

申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

 

四
、
お
願
い　

　
　

会
長
・
部
長
・
委
員
長
が
欠
席
す
る
場
合
、
必
ず　
　

　
　

代
理
役
員
等

4

4

4

4

4

を
出
席

4

4

さ
せ
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

六
、
参
集
範
囲 

　
　
　

各
単
位
ク
ラ
ブ
３
名
以
内

4

4

4

4

、
専
門
部
３
名
以
内

4

4

4

4

、

　
　
　

広
報
委
員
３
名

4

4

、
女
性
部
３
名
4

4

・
若
手
委
員
９
名
4

4

4

七
、
参
加
費　
１
名
に
つ
き 

千
五
百
円
（
当
日
集
金
）

八
、
申
し
込
み

　
　

単
位
ク
ラ
ブ
に
は
【
白
寿
】
４
月
号
に
申
込
書
を
同
封

　
　

し
、
専
門
部
・
女
性
部
は 

、
藤
崎
・
常
盤 

両
福
祉
セ

　
　

ン
タ
ー
窓
口
に
あ
る
申
込
書
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

九
、
申
込
締
切　

　
　
４
月
⓲
日
㈮
理
事
会
開
催
日
迄
に
左
記
申
込
先
へ
提
出

　
　

し
て
下
さ
い
。
（
電
話
で
の
申
込
は
受
付
し
ま
せ
ん
）

　
　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

七
五
―
二
一
二
八

　
　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

六
九
―
五
二
六
二

２
月
㉑
日
㈮
、
藤
崎
小
学
校
２
年
生
よ
り
町
老
連
へ
〝
遊

び
ラ
ン
ド
〟
へ
の
招
待
が
あ
り
、
会
員
⓴
名
が
参
加
し
交
流

を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
〝
遊
び
ラ
ン
ド
〟
は
、
１
年
生
の
時
〝
昔
の
遊
び
〟

で
６
種
目
の
遊
び
を
教お
そ

わ
っ
た
の
で
、
こ
の
度
は
２
年
生
に

な
っ
て
色
々
な
遊
び
を
計
画
し
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
制
作
し
た

遊
び
で
我
々
会
員
を
招
待
し
、
楽
し
い
遊
び
の
場
を
提
供
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
子
ど
も
達
の
、
知
恵
と
工
夫
を
働
か
せ
、
グ

ル
ー
プ
で
検
討
し
、
必
要
な
物
を
協
力
し
て
作
り
上
げ
、
分

担
し
て
遊
び
を
通
し
て
我
々
高
齢
者
を
も
て
な
す
も
の
で
し

た
。
会
員
達
も
ど
ん
な
遊
び
に
な
る
の
か
興
味
津し
ん
し
ん々

で
し
た
。

最
後
は
子
ど
も
手
造
り
の
賞
品
を
貰
い
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
会
員
か
ら
は
、
お
店
屋
さ
ん
コ
ー
ナ
ー
で
、
勧
め

令
和
６
年
⓫
月
㉙
日
㈮
、
久
々
の
バ
ス
旅
行
で
「
あ
そ
べ

の
森
岩
木
荘
」
に
行
き
ま
し
た
。
雪
の
日
で
し
た
が
、
豪
華

な
食
事
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

続
い
て
、
⓬
月
㉔
日
㈫
、
今
や
年
中
行
事
に
な
っ
た
〝
生

け
花
教
室
〟
を
９
人
の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

お
花
の
佐
々
木
陽
子
先
生
、
佐
々
木
房
子
先
生
の
ご
指
導

を
頂
き
な
が
ら
、
新
年
を
迎
え
る
豪
華
な
花
が
で
き
ま
し
た
。

毎
年
継
続
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
い
ず
れ
も
中
々
の
出
来
映

え
で
、
各
々
が
大
事
に
も
ち
帰
り
ま
し
た
。

新
年
１
月
⓳
日
㈰
、
亀
田
町
内
会
の
新
年
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、こ
こ
で
参
加
し
た
悠
遊
会
員
が
「
昔
取
っ
た
杵
柄
」

を
発
揮
し
ま
し
た
。
文
字
通
り
「
杵
」
を
と
り
、
臼
で
餅
を

つ
き
、
ち
ぎ
っ
て
丸
め
、
そ
の
時
、
孫
や
ひ
孫
の
よ
う
な
子

ど
も
達
と
、
笑
い
の
絶
え
な
い
賑
や
か
な
楽
し
い
交
流
会
で

し
た
。

　
　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
・
専
門
部
長   　
　
　
　

　

     

広
報
委
員
長
・
女
性
部
長
・
若
手
委
員
長　
］
各
位

日
時　
①　
４
月
⓬
日
㈯　
９
時
～
⓬
時

　
　
　
②　
４
月
⓭
日
㈰　
９
時
～
⓬
時

方
の
対
応
が
上
手
な
子
が

お
り
、
将
来
が
楽
し
み
だ

と
感
想
を
言
っ
て
い
た
。

、

４　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 火
2 水
3 木 囲碁・将棋部 12:30
4 金 女性部役員会 10:00

５ 土
レクダンス部 ９:00
老連役員会 10:00
日本舞踊部 13:00

6 日
７ 月 芸能部 12:00
８ 火 囲碁・将棋部 12:30
9 水 茶道部 13:00
10 木 囲碁・将棋部 12:30
11 金

12 土
レクダンス部      9:00
補助金申請相談日 9:00
日本舞踊部 13:00

13 日 補助金申請相談日 9:00
14 月 芸能部 12:00

15 火 西豊田温泉 電気工事（館内停電）
囲碁・将棋部 12:30

16 水
17 木 囲碁・将棋部 12:30
18 金 理事会（文化センター） 10:00

19 土 レクダンス部      9:00
日本舞踊部 13:00

20 日
21 月 芸能部 12:00

22 火 囲碁・将棋部 12:30
広報委員会 13:30

23 水 茶道部 13:00
24 木 囲碁・将棋部 12:30
25 金

26 土
レクダンス部      9:00
老連総会（文化セ） 10:00
日本舞踊部 13:00

27 日
28 月 生け花部 10:30
29 火 昭和の日
30 水 【白寿】配布日 16時➡

◇
町
老
連
理
事
会
の
お
知
ら
せ
◇

町
老
連
定
時
総
会
の
お
知
ら
せ

  

春
季
ト
ラ
ン
プ
大
会
の
お
知
ら
せ

 〝
遊
び
ラ
ン
ド
〟 

藤
崎
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　 
世
代
間
交
流
で
楽
し
む

補
助
金
申
請
相
談
日

   

昨
年
度
の
活
動
報
告

      

亀
田
悠
遊
会
　
赤
石
久
男

手をつなぎ会場へ

グループ毎の自己紹介輪投げコーナー

食堂で楽しむ プレゼントされた賞品の一例

終わりの会の発表を聞く会員

〝岩木荘〟で久しぶりの楽しい会食

　
亀
田
町
内
会
と
悠
遊
会
と
合
同

で
新
年
会
を
開
催
。

　
餅
つ
き
は
子
供
達
に
好
評
。

　
悠
遊
会
恒
例
の
行
事
と
な
っ
た

　
正
月
花
の
講
習
会
。

老
連
事
務
室
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今
冬
の
ド
カ
雪
と
寒
さ
に
は
参
っ
た
。
青
森
の
最
低
気
温

の
記
録
は
氷
点
下
二
四
・
七
度
（
昭
和
六
年
二
月
二
十
三
日
）

だ
そ
う
だ
が
、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
よ
か
っ
た
か
な
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
前
号
続
き
）。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
の
駐
車
場
は
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に

使
わ
れ
、
特
に
昭
和
五
十
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
夏
祭
（
丑
湯

ま
つ
り
）
は
秋
の
と
き
わ
い
き
い
き
ま
つ
り
に
次
ぐ
常
盤
村

二
大
祭
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
賑
わ
う
。
南
西
の
大
字
常
盤
字

富
田
七
十
番
地
に
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
一
環
と
し

て
昭
和
五
十
六
年
に
造
成
さ
れ
た
常
盤
地
区
農
村
公
園
が
つ

な
が
っ
て
い
る
。
面
積
は
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
で
、

憩
い
の
広
場
、芝
生
の
広
場
、子
供
の
広
場
と
そ
れ
ぞ
れ
名
前

が
つ
い
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
が
区
別
な
く
地
区
民
に
広
く
愛

用
さ
れ
、
老
人
の
宴
会
場
や
、
梅
、
桜
、
藤
を
見
る
会
、
盆

踊
り
の
場
所
と
な
っ
た
り
で
人
影
の
た
え
る
こ
と
が
な
く
利

用
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
向
か
い
は
農
協
で
昭
和
三
年
に
植

樹
し
た
ポ
プ
ラ
の
大
樹
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
四
年
十
月

十
二
日
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

で
も
農
村
公
園
に
は
次
々
と
大
樹
が
運
ば
れ
森
を
成
し
て

い
る
。
こ
の
公
園
に
五
基
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
奥

の
方
か
ら
、
一
二
〇
セ
ン
チ
の
ゴ
マ
石
を
混
合
し
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
台
座
の
上
に
背
丈
一
二
〇
セ
ン
チ
の
人
形
？
柴
を

背
負
い
、
ワ
ラ
ジ
を
は
い
て
本
を
読
み
な
が
ら
歩
い
て
い
る

姿
、
も
う
解
っ
た
ろ
う
。
勤
勉
、
節
約
、
孝
行
を
実
践
し
た

〝
二
宮
金
次
郎
像
〟
だ
。
前
面
の
表
示
版
、
裏
の
寄
贈
者
の

氏
名
版
と
思
わ
れ
る
個
所
が
セ
メ
ン
ト
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て

あ
っ
た
。
何
故
だ
ろ
う
。

並
ん
で
二
番
目
の
碑
は
、
高
さ
一
六
〇
セ
ン
チ
に
幅
九
〇

セ
ン
チ
の
石
に
〝
日
露
戦
没
記
念
〟
と
刻
ま
れ
、
そ
の
下
に

名
前
ら
し
い
字
句
が
細
々
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
が
判
読
出
来

な
か
っ
た
。
日
露
戦
争
に
従
事
し
た
人
か
こ
の
碑
を
建
之
し

た
方
々
の
名
前
か
と
察
し
た
。
横
面
に
明
治
三
十
九
年
五
月

一
日
富
木
館
村
尚
武
会
建
之
と
あ
っ
た
。

三
番
目
の
碑
は
自
昭
和
六
年
至
昭
和
九
年
〝
満
州
事
変
記

念
碑
〟
で
幅
一
四
〇
セ
ン
チ
に
議
員
八
木
橋
健
一
（
外
十
七

名
の
氏
名
あ
り
略
）
夫
頭
、
大
野
長
之
助
と
刻
ま
れ
て
あ
っ

た
。そ

の
次
の
碑
は
高
さ
一
二
〇
セ
ン
チ
の
台
座
に
一
七
〇
セ

ン
チ
の
右
肩
の
く
ず
れ
た
自
然
石
が
あ
っ
た
。
裏
を
の
ぞ
く

と
陸
軍
歩
兵
中
尉
故
藤
林
要
次
郎
外
十
三
名
に
海
軍
一
等
水

兵
工
藤
源
造
、
昭
和
十
一
年
四
月
二
十
九
日
建
之
、
富
木
舘

村
と
刻
ま
れ
、
隅す
み

に
小
さ
く
石
工
倉
嶋
兼
吉
と
あ
っ
た
。

以
上
の
三
基
は
育
英
小
学
校
の
庭
に
あ
っ
た
も
の
を
移
設

し
た
碑
だ
ろ
う
と
察
し
た
。　
　
　

以
下
つ
づ
く
。

ハ
ワ
イ
旅
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

そ
の
う
ち
で
良
い
ャ
と
思
っ
て
い
た
の
が「
ハ
ワ
イ
旅
行
」

と
「
香
港
旅
行
」。

手
軽
に
い
つ
で
も
出
か
け
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

延
び
の
び
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
ヒ
ョ
ン
な
こ
と
か
ら
急

に
行
く
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
言
う
間
に

2
0
2
5
年
１
月
１
日
（
米
国
で
は
⓬
月
㉛
日
）
よ
り
1

月
⓬
日
ま
で
の
期
間
に
行
く
は
め
に
な
っ
た
。

最
大
の
理
由
は
旅
費
が
タ
ダ
で
あ
る
事
で
す
。
ど
う
し
て

か
と
言
う
と
、
娘
達
は
米
国
に
居
て
カ
ー
ド
を
使
っ
て
種
々

の
支
払
い
を
し
、
そ
の
折
々
に
マ
イ
ル
（
ポ
イ
ン
ト
）
が
た

ま
り
、
娘
達
家
族
と
私
と
家
内
の
分
の
費
用
が
出
せ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
私
達
に
ハ
ワ
イ
に
行
か
な
い
か
と
声
が
か

か
っ
て
き
た
訳
で
あ
る
。
更
に
娘
の
旦
那
の
友
人
が
ハ
ワ
イ

に
家
を
持
っ
て
い
て
冬
の
期
間
（
1
月
～
⓬
月
頃
？
）
は

居
な
い
の
で
使
っ
て
も
良
い
と
言
う
願
っ
て
も
な
い
条
件
に
、

我
々
夫
婦
も
そ
の
旅
行
に
賛
成
の
手
を
上
げ
た
次
第
で
あ
る
。

正
確
に
旅
費
が
幾
ら
か
分
ら
な
い
の
だ
が
、
ザ
ッ
と
調
べ
て

も
２
週
間
も
滞
在
す
る
と
な
る
と
㉚
万
～
㊵
万
円
は
必
要
だ

と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
交
換
条
件
と
し
て
滞
在
中
の
食
事

分
は
私
達
が
持
つ
と
言
う
事
に
し
た
訳
で
あ
る
。
更
に
言
う

と
私
の
た
ま
っ
た
マ
イ
レ
ー
ジ
を
息
子
夫
婦
に
使
わ
せ
る
事

に
し
、
息
子
達
家
族
も
三
人
一
緒
に
ハ
ワ
イ
の
旅
に
参
加
と

な
っ
た
。（
こ
れ
に
も
手
続
き
に
多
少
の
経
費
が
必
要
と
な
る

の
で
、
息
子
に
出
し
て
も
ら
っ
た
。）

さ
て
、
今
ま
で
行
か
ず
に
い
た
ハ
ワ
イ
旅
行
だ
が
、
我
が

母
な
ど
は
ま
さ
に
２
度
訪
れ
て
い
て
、
私
達
夫
婦
に
自
慢
げ

に
そ
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ハ
ワ
イ

旅
行
の
経
験
者
も
口
々
に
良
さ
を
言
う
の
で
、
さ
て
さ
て
ど

ん
な
具
合
い
に
良
い
の
か
確
認
の
意
味
も
込
め
て
、
チ
ェ
ッ

ク
旅
行
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。

今
回
の
飛
行
に
要
し
た
時
間
は（
青
森
→
羽
田
→
ハ
ワ
イ
）

羽
田
→
ハ
ワ
イ
が
６
～
７
時
間
程
、
ハ
ワ
イ
→
羽
田
が
９
時

間
程
で
あ
っ
た
。
私
達
は
ホ
ノ
ル
ル
の
あ
る
オ
ア
フ
島
に
半

分
、
ハ
ワ
イ
で
一
番
大
き
な
島
の
ハ
ワ
イ
島
に
半
分
滞
在
し

た
。
行
か
れ
た
方
は
ご
存
知
の
様
に
最
初
は
沖
縄
に
降
り

た
っ
た
時
の
南
国
の
温
か
さ
を
ま
ず
感
じ
る
。
気
温
は
⓴
度

前
後
～
㉗
～
㉘
度
く
ら
い
で
、
一
日
中
半
ズ
ボ
ン
・
T
シ
ャ

ツ
で
過
ご
せ
る
の
は
、
年
寄
り
に
は
良
か
っ
た
。
皆
様
が
行

き
た
が
る
３
条
件
の
一
つ
は
、
こ
の
快
適
な
気
候
の
せ
い
も

あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
マ
イ
ナ
ス
で
大
雪
の
青
森
か
ら
常

夏
の
ハ
ワ
イ
は
そ
れ
は
天
国
と
言
わ
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

   《
苦
労
の
試
練
か
ら
日
々
の
感
謝
へ　
そ
の
二
》

前
回
は
太
平
洋
戦
争
開
戦
前
か
ら
敗
戦
後
の
配
給
制
度
や

食
料
難
の
一
部
を
書
き
ま
し
た
。 

私
は
昭
和
十
六
年
小
学
校

入
学
か
ら
昭
和
二
十
三
年
中
学
校
を
卒
業
す
る
頃
迄
が
、
最

も
困
難
な
時
代
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
子
供
の

頃
な
の
で
大
人
の
苦
労
は
良
く
判
り
ま
せ
ん
が
、
子
供
の
経

験
し
た
食
糧
難
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
し
ま
す
。

当
時
は
魚
や
肉
な
ど
は
一
年
に
四
～
五
回
配
給
が
あ
る
く

ら
い
で
し
た
。今
で
も
強
烈
な
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、魚

の
配
給
を
取
り
に
行
っ
た
母
が
持
っ
て
き
た
南
瓜
ほ
ど
の
大

き
な
サ
メ
の
頭
で
し
た
。
各
戸
に
サ
メ
の
頭
が
一
個
配
給
に

な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
サ
メ
の
頭
を
切
り
分
け
て
塩
茹
で
に

し
て
骨
に
付
い
た
肉
を
食
べ
ま
し
た
。「
こ
ん
な
に
サ
メ
の
頭

だ
け
で
胴
体
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
だ
ろ
う
ね
」
と
話
し
合
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
多
分
兵
隊
さ
ん
の
食
料
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
サ
メ
の
頭
の
配
給
の
こ
と
は
パ
ソ
コ
ン
で
調

べ
て
も
載
っ
て
い
た
の
で
私
の
思
い
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

配
給
の
肉
と
言
っ
て
も
非
常
に
僅
か
な
の
で
ラ
イ
ス
カ
レ
ー

に
す
る
だ
け
で
し
た
。
そ
れ
で
も
今
晩
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
だ

と
聞
く
と
子
供
達
は
大
声
を
あ
げ
て
喜
ん
だ
も
の
で
し
た
。

当
時
は
学
校
給
食
な
ど
無
い
時
代
で
、
弁
当
も
刻
ん
だ
大
根

や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
入
っ
た
ご
飯
に
梅
干
だ
け
で
、「
日
の
丸
弁

当
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
先
生
が
皆
の
弁
当
を
見
て
回
り
、

米
だ
け
の
飯
の
弁
当
を
持
っ
て
き
て
い
る
児
童
に
「
お
前
の

家
は
贅
沢
だ
な
！
」と
注
意
し
た
り
し
ま
し
た
。「
贅
沢
は
敵

だ
！
」
と
言
う
標
語
が
あ
ち
こ
ち
に
出
て
い
た
時
代
で
す
か

ら
、
注
意
さ
れ
た
児
童
は
大
変
恥
か
し
い
思
い
を
し
た
の
で

す
。 

ま
た
弁
当
を
持
っ
て
こ
ら
れ
な
い
児
童
が
ク
ラ
ス
に
二

～
三
人
い
て
、
昼
食
の
時
間
に
は
校
庭
に
出
て
行
き
ブ
ラ
ン

コ
に
腰
掛
け
た
り
し
て
い
て
、
と
て
も
可
哀
そ
う
で
し
た
。

学
校
か
ら
帰
っ
て
も
お
や
つ
な
ど
は
無
く
腹
が
減
っ
て
い

る
の
で
、
青
い
梅
の
実
に
塩
を
付
け
て
食
べ
た
り
、
野
原
で

「
す
か
ん
ぽ
（
酸
い
葉
）」
を
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。

遠
足
は
春
秋
と
も
山
へ
行
き
、
春
は
「
う
ど
」
を
見
つ
け

て
食
べ
る
た
め
の
味
噌
を
持
っ
て
行
き
、
甘
い
物
に
飢
え
て

い
た
の
で
、
赤
い
山
つ
つ
じ
の
花
の
蜜
を
吸
っ
た
り
、
秋
は

「
あ
け
び
」
を
見
つ
け
て
食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

こ
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
の
で
栄
養
不
良
で
病
気
に
な
る

子
供
も
多
か
っ
た
の
で
す
。　
　
　
　
　
（
次
号
へ
続
く
）

◇
◇ 

川   

柳 

藤
崎
地
区 

◇
◇

 　

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇

155

田 

中 

さ
ち
子

確
実
に
加
齢
と
と
も
に
持
病
増
え

佐
々
木
ト
ミ
ヱ

介
護
さ
れ
夫「
ど
う
も
」だ
け
忘
れ
な
い

木 

村
　
羊 

川

上
を
見
て
下
を
見
て
通
る
冬
の
道 

成 

田
　
波 

麻

大
雪
も
ど
し
り
構
え
る
岩
木
山

　
滝 

　
扇

ロ
ボ
ッ
ト
が
書
い
た
み
た
い
な
年
賀
状

清 

水
　
川 

魚

忘
ら
れ
ぬ
別
れ
た
恋
の
春
の
雪

石
澤
清
五
郎
　

常
盤
ひ
と
り
旅
第
二
十
四 

回 
  

老
い
を
楽
し
く

　
　
　
　
元
と
き
わ
会
病
院
長
　
　
永
山 

隆
造

第
十
三
回

藤崎町社会福祉協議会（常盤温泉）の前庭

  敷地の一角に左上図の石碑がある。

  現在は相撲の土俵が作られ、夏祭りの時に

  少年達の相撲大会が開催され、観客の声援     

  がとび、賑 わっている。

左側は満州事変の石碑  

   右側は日露戦没者記念碑

 その他に二宮金次郎の石像が

  見 られる。旧冨木館村立育英小

   学校にあった石像をここにした

    ものである。          


